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四
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

例
え
ば
福
祉
作
業
所
に
通
っ
て
い
る
障
害

者
の
多
く
の
方
は
、
そ
こ
で
働
い
て
得
た

工
賃
よ
り
高
い
利
用
料
を
払
う
な
ど
、
重

い
負
担
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
で
は
作
業
所

で
働
く
意
欲
は
う
す
れ
、
在
宅
・
引
き
こ

も
り
に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
、
通
所
昼
食
代
の
負
担

軽
減
や
障
害
者
の
通
所
を
励
ま
す
た
め
の

仮
称
「
通
所
激
励
手
当
」
の
支
給
を
提
案

し
ま
し
た
。�

　
今
議
会
で
、
区
は
通
所
者
の
昼
食
代
補

助
と
施
設
運
営
者
の
支
援
を
検
討
す
る
と

答
え
ま
し
た
。�

　
「
え
っ
！
こ
ん
な
に
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
た
の
」
―

区
の
お
知
ら
せ
を
見
て
驚
い
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。�

　
区
は
こ
の
四
月
か
ら
の
六
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
を
、

自
民
、
公
明
、
民
主
の
賛
成
の
も
と
、
基
準
額
で
三
二
一

七
円
か
ら
四
三
八
〇
円
に
大
幅
に
値
上
げ
し
ま
し
た
。�

　
国
の
税
制
「
改
正
」
の
も
と
で
、
収
入
は
変
わ
ら
な
い

の
に
非
課
税
か
ら
課
税
と
な
り
一
気
に
二
倍
以
上
の
負
担

増
と
な
る
深
刻
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
、
財
源
も
示
し
な
が
ら
保
険
料
値
上
げ

ス
ト
ッ
プ
の
独
自
の
条
例
案
を
提
出
し
ま
し
た
。�

　
区
の
や
る
気
し
だ
い
で
で
き
る
こ
の
提
案
を
自
民
・
公

明
・
民
主
は
理
由
も
の
べ
ず
に
否
決
し
ま
し
た
。�
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　子育てにかかる経済的負担を軽減するため日本共
産党は、出生児から中学生まで、所得に関わりなく、
児童手当を受給している子ども以外のすべての子ど
もたちに、月五千円のクーポン券を交付することを
提案しました。子ども用品の購入に自由に使え、保
育料や給食費の支払いなどにも使用できるものです。�
　子育て世代は特に収入減少が激しいなか、足立区
は保育料の値上げを強行。こうした負担の軽減を図
るとともに、区内業者支援･地域経済活性化につな
がる施策です。�

次世代育成クーポン券交付�次世代育成クーポン券交付�次世代育成クーポン券交付�

　
政
府
の
税
制
「
改
正
」
で
足
立
区
で

は
約
一
万
四
千
人
が
、
収
入
は
増
え
な

い
の
に
非
課
税
か
ら
課
税
世
帯
と
さ
れ

て
増
税
と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
連

動
し
て
国
保
料
や
介
護
保
険
料
が
上
が

っ
た
り
、
非
課
税
の
時
に
は
受
け
ら
れ

た
福
祉
施
策
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。�

　
日
本
共
産
党
は
、
こ
う
し
た
痛
み
を

や
わ
ら
げ
る
た
め
、
年
一
万
二
千
円
の
「
痛

み
や
わ
ら
げ
手
当
」
を
支
給
し
て
区
民

を
支
援
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。�
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収入はふえてないのに…�

日本共産党�

増税�保険料値上げ�

この痛みやわらげたい�
高齢者・障害者の負担増�

今
後
に
生
き
る
提
案
次
々
と�

議会のなりゆきを見守る満席の傍聴者�

�
多くの傍聴者が見守るなか、討論する共産党議員�

（3月２３日　足立区議会本会議）�

　2006年第一回定例議会が２月22日から３月
23日まで開かれました。　　�
　小泉政治は「痛みに耐えれば明日がくる」と
言って５年。｢勝ち組、負け組み｣をつくり格差
や貧困が広がりました。�
　日本共産党区議団は、政府の増税政策で、の
べ32万人の区民が影響を受けることを明らかにし、
こうした負担の痛みから区民を救済する何らか
の対策が必要だと強調。「痛みやわらげ手当」の
支給や「次世代育成クーポン」の交付、介護保険
料値上げストップ、障害者自立支援法による負担
の軽減策など積極的に提案してがんばりました。�



●公害患者のインフルエン
ザ予防接種に助成。�

●区民健診の個別通知で受
診者が増える。�

●小児救急医療体制の整備
促進。�

●大震災時の備えとして災
害弱者の登録制度を�

　モデル実施。�

●障害者通所施設の食事代
補助。高齢者通所介護の�

　食事代補助「請願」も採
択。�

●認可外保育園父母負担軽
減策の07年度実施に�

　道開く。�

●若者の音楽練習室をギャ
ラクシティに５室など。�

●足立版マイスター制度に
関連し、�

　足立ブランド認定推進事
業の試行。�

●日暮里・舎人線は都営交
通が運営主体で�

　シルバーパス適用に道開
く。�

●防災無線を活用し下校時
の安全放送が始まる。�
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実現・前進�
しました�
実現・前進�
しました�

住宅改良助成大きく前進！�
　この４月から、住宅改良助成制度が大きく改善され、個人住宅に

対する耐震補強工事助成が実現。自己資金の場合も活用できるよう

になり、またアスベストの除去工事への助成も盛り込まれました。�

　日本共産党はこれまで、住宅改良助成事業を改善し、対象を拡

大することや自己資金でも活用できるよう一貫して求めてきまし

た。自民・公明・民主はこうした改善提案にことごとく反対し、

鈴木区政の予算削減と施策の凍結（予算ゼロ）にも賛成をして区

民の願いに背を向けてきました。�

　ついに４月から小学３年までの子どもの入院に対する助成がは

じまりました。�

　日本共産党は昨年の第２回定例議会で中学３年まで入院の医療

費を無料にする条例を提案しましたが、これを自民、公明、民主

の３党は一言の発言もしないで先送りにし、第３回定例議会で否

決してしまいました。しかし、みなさんの願いに押され、小学３

年生までの助成が実現したものです。�

　今議会で日本共産党は、こうした助成制度が実現したことを評

価すると共に、引き続き中学３年までの拡充を提案しました。�

子ども医療費助成の拡充�

　ふみきり事故から１年をむかえた３月15日、日本共産党も参加

する竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連絡協議会は、黙祷と献花、協

議会ニュースの配付を行いました。�

　竹ノ塚駅南側の大踏切に自転車対応のエレベータ付き歩道橋の

完成により、踏切の拡幅、竹ノ塚駅西口のエレベータ設置など緊

急対策が完了しました。�

　竹ノ塚駅付近の高架化については多くの区民・関係者の要望で

国の補助要件を満たすことになりました。また国の予算で今回、

高架化の調査費がつき、実施されることになり大きな一歩です。

引き続き日本共産党も実現に向けがんばります。�

竹ノ塚駅ふみきり高架化�

　旧千住区役所庁舎跡に東京芸術センターとあだち産業センター

がオープンしました。この中に、これまで青年雇用の支援を行っ

てきた「あだちヤングジョブセンター」の機能を受け継ぎ、さら

に充実させた「あだち若者サポートステーション」が設置されま

した。千住河原町のハローワーク足立もこのセンターに移転して

きました。�

　日本共産党は、青年雇用の充実と、ハローワークを利便性の高

いところに移すべきと求めてきたもので、大きな前進です。�

ハローワークの移転、あだち�
若者サポートステーション�

議員報酬10％削減＝5761万円�
（株）コミュニティ・アーツの管理運営費の一部と�
「事務手数料」削減＝1億1000万円�
教育産業に委託する学力テスト経費の�
削除＝5000万円�
いますぐ必要ない開発関連予算の�
先送り＝18億9100万円�
積立金（貯金）の取り崩し�
＝16億6544万円�

予算くみかえの財源（主なもの）�

今
年
も（
株
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ツ
に
は
４
億
８
０
０
０
万
円�

積
立
金（
貯
金
）は
３
月
議
会（
補
正
と
当
初
予
算
）で
あ
ら
た
に
１
５
３
億
円
も�

看板等の道路占用料の免除�
 ＝3100万円�
個人の商店や中小零細業者の袖看板や日よけなどの�
道路占用料徴収を免除する�

区の予算約2100億円のうち�
40億円を変えればできます�
（1．9％）�

次世代育成クーポンの交付�
 ＝5億910万円�
保育料等の支払いにも使えるクーポン券（月5千円）を交付、�
子育て世代の経済的負担軽減を図る�
�

介護保険料の値上げストップ�
 ＝15億6320万円�
介護保険料の値上げを行わない�

痛みやわらげ手当の支給�
 ＝1億6800万円�
政府の税制改悪で非課税から課税になる区民（約1万4千人）�
を対象に年1万2千円を支給する�

障害者に通所激励手当の支給�
 ＝4630万円�
あらたな負担で障害者が通所をやめ、引きこもりにならない�
ように月3千円を支給する�

住区センターの有料化をストップ�
 ＝1600万円�
地域住民のコミュニティを育成し、活動を支援するために�
無料を継続する�

小・中学校の少人数学級の実施�
 ＝2億1000万円�
当面、加配教員（学級担任になれる教員）を活用し、�
35人学級を小・中学校で実施する　�

小学校図書館に司書配置＝448万円�
当面、2校でモデル実施し、一歩踏み出す�

　
鈴
木
区
長
提
案
の
二
〇
〇
六
年
度
予
算
は
、
〇
五
年
度
最
終
補
正
予
算
で
の
積
立
金
と
合
わ
せ
て
、

一
気
に
一
五
三
億
円
を
積
み
立
て
、
足
立
区
の
積
み
立
て
基
金（
貯
金
）は
総
額
で
四
三
八
億
円
に
な
り

ま
し
た
。�

　
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
は
、
こ
う
し
た
積
立
金
の
一
部
を
区
民
の
た
め
に
使
う
こ
と
や
、
ム
ダ
を

省
き
不
要
・
不
急
な
予
算
の
先
送
り
な
ど
で
、
区
民
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
る
と
、
予
算
く
み
か

え
案
を
提
出
。
こ
れ
は
区
長
提
案
の
予
算
を
わ
ず
か
一
・
九
％（
約
四
十
億
円
）動
か
す
だ
け
で
、
介
護

保
険
料
を
据
え
置
く
な
ど
く
ら
し
を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
提
案
で
、
可
決
さ
れ
れ
ば
た
だ
ち
に
実
施

可
能
な
内
容
で
す
。�

　
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
に
よ
る
負
担
増
か
ら
高
齢
者
を
守
る
、
子
育
て
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
次
世

代
育
成
支
援
、
区
内
商
店
・
業
者
の
支
援
な
ど
が
主
な
柱
で
す
。�

　
こ
の
提
案
は
自
民
、
公
明
、
民
主
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
に
生
き
る
も
の
で
す
。�

区民の文化活動の場を奪わないで�

少人数学級は学力向上に効果あり�
� 　

全
国
の
自
治
体
が
少
人
数
学
級
に
足
を
踏

み
出
し
、
四
〇
人
学
級
に
固
執
し
て
い
る
の

は
東
京
都
の
み
と
な
り
ま
し
た
。�

　
「
学
力
世
界
一
」
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

一
ク
ラ
ス
二
〇
人
前
後
の
少
人
数
学
級
で
、

競
争
や
順
位
付
け
と
は
無
縁
の
教
育
で
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
一
貫
し
て
少
人
数
学
級
の

実
現
を
要
望
し
、
今
議
会
で
も
加
配
教
師
を

学
級
担
任
に
す
れ
ば
、
足
立
区
独
自
に
で
も

三
五
人
学
級
に
足
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
提
案
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
学
校
図
書
館
へ
の
司
書
配
置
に
つ

い
て
、
学
校
図
書
館
に
関
す
る
国
の
法
律
や
、

荒
川
区
の
「
子
ど
も
た
ち
の
読
書
に
効
果
が

あ
る
」
と
の
報
告
を
示
し
て
、
足
立
区
で
の

モ
デ
ル
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。�

　
住
区
セ
ン
タ
ー
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で

あ
り
、
条
例
で
も
集
会
施
設
は
原
則
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
区
は
有
料
化
し
、
し
か

も
使
用
団
体
を
「
有
料
」
と
「
無
料
」
に
分
け
差

別
し
て
四
月
か
ら
使
用
料
の
徴
収
を
開
始
。
年
間

一
六
〇
〇
万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。�

　
区
は
、
有
料
に
す
る
理
由
を
「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
の
公
平
性
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
教

育
団
体
の
減
免
制
度
廃
止
で
利
用
団
体
は
激
減
。

　
日
本
共
産
党
は
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
住
区
セ
ン
タ
ー
の
有
料
化
を
や
め
る
よ
う
主

張
し
ま
し
た
。
ま
た
社
会
教
育
団
体
・
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
施
設
使
用
料
を
二
分
の
一
に
減
額
す
る
よ

う
提
案
し
ま
し
た
。�

今
議
会
に
は
「
西
部
区
民
ホ

ー
ル
・
西
部
児
童
館
・
老
人

館
の
廃
止
」
が
提
案
さ
れ
、

自
民
・
公
明
・
民
主
の
議
員

が
そ
ろ
っ
て
賛
成
し
、
区
民

の
願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。�

お金はあります�
区民をささえる�
お金はあります�
区民をささえる�
お金はあります�

438億円�
ためこみ�
438億円�
ためこみ�

「こうすればできる」�「こうすればできる」�区民をささえる�
日本共産党�
予算くみかえを提案�
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戦
争
に
区
民
を
協
力
さ
せ
る
条
例�

戦
争
に
区
民
を
協
力
さ
せ
る
条
例�

憲法9条を守れ「3･19中央集会」で、�
パレードの先頭に立つ田村智子さんと谷川智行さん�
憲法9条を守れ「3･19中央集会」で、�
パレードの先頭に立つ田村智子さんと谷川智行さん�

　
今
議
会
に
は
、
国
民
保
護
計
画

策
定
の
た
め
の
組
織
を
足
立
区
に

も
つ
く
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
自

民
・
公
明
・
民
主
が
賛
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す

戦
争
に
日
本
が
参
加
す
る
た
め
の

有
事
法
制
を
具
体
化
す
る
も
の
で

す
。�

　
国
民
保
護
計
画
と
は
、
着
上
陸

攻
撃
（
本
土
決
戦
）
や
航
空
攻
撃

（
本
土
空
襲
）
な
ど
現
実
に
は
あ

り
え
な
い
事
態
を
想
定
し
て
、
区

で
計
画
を
つ
く
り
、
訓
練
を
行
な

い
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
区
民
を

動
員
す
る
も
の
で
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
①
武
力
攻
撃
事

態
は
現
実
に
は
起
こ
り
え
な
い
。

②
区
も
、
緊
急
事
態
に
は
、
災
害

対
策
本
部
な
ど
で
対
応
で
き
る
と

し
て
い
る
。
③
土
佐
市
議
会
な
ど

で
「
廃
案
」
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
示
し
、
足
立
区
が
つ
く
る
必
要

は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
条

例
に
反
対
し
ま
し
た
。�

市
場
化
テ
ス
ト
は
自
治
体
の�

責
務
を
放
棄
す
る
も
の�

市
場
化
テ
ス
ト
は
自
治
体
の�

責
務
を
放
棄
す
る
も
の�

　
自
民
・
公
明
の
小
泉
政

権
の
「
構
造
改
革
」
路
線

の
も
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
耐
震
偽
装
事
件
や
Ｊ
Ｒ

福
知
山
線
の
大
惨
事
な
ど

深
刻
な
事
件
が
相
次
い
で

い
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
行

政
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
業
務

を
民
間
企
業
の
儲
け
の
場

に
提
供
す
る
「
市
場
化
テ

ス
ト
」
が
も
ち
こ
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
区
長
は
国
の
動
き
を
先

取
り
し
、
今
議
会
で
は
「
市

場
化
テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
言
い
、
区
民
事
務
所
の

窓
口
業
務
や
納
税
事
務
ま

で
民
間
企
業
に
委
ね
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
本
来
公
務
員

が
や
る
べ
き
仕
事
ま
で
民

間
に
委
ね
て
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。�

　
区
民
の
暮
し
の
根
幹
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
区

長
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。�
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出
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の�
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出
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出
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た
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区
道
廃
止�

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
出
店
の
た
め
の�

区
道
廃
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全
国
で
は
大
型
店
出
店
の
影
響
の

大
き
さ
か
ら
規
制
す
る
動
き
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
〇
四
年
八
月
、
西

新
井
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
（
巨
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
出
店
計

画
地
に
つ
い
て
、
「
区
道
を
廃
止
し

て
ま
で
大
型
店
誘
致
を
す
べ
き
で
な

い
。
全
国
の
流
れ
に
も
逆
行
す
る
」

と
助
役
交
渉
も
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

売
り
場
面
積
三
万
㎡
で
地
域
商
業
を

圧
迫
。
駐
車
場
は
一
五
五
〇
台
。
一

日
一
万
台
前
後
の
車
が
押
し
寄
せ
、

大
渋
滞
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
地
元
商
店
や
住
民
か
ら
は
、
「
商

店
は
ま
ち
の
宝｣

「
住
環
境
を
守
れ
」

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
区
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
出
店
の
た
め
の
区
道
廃
止
を
提
案
。

日
本
共
産
党
は
廃
止
に
反
対
し
ま
し

た
。
自
民
、
公
明
、
民
主
は
賛
成
し

区
民
の
願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。�

（
株
）コ
ミ
ュ
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テ
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・
ア
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ツ�

（
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ア
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
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塚
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塚
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竹
の
塚
公
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駐
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区
は
、
足
立
区
文
化
芸
術
劇
場
（
シ

ア
タ
ー
一
〇
一
〇
）
の
管
理
運
営
を

し
て
い
る
（
株
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ア
ー
ツ
（
古
庄
孝
夫
氏
が
社
長
＝
元

自
民
党
足
立
総
支
部
長
で
鈴
木
区
長

の
選
対
本
部
長
）
へ
、
今
年
度
も
四

億
八
〇
五
〇
万
円
も
支
出
し
ま
す
。�

　
区
は
、
昨
年
度
「
協
定
書
」
の
拡

大
解
釈
で
会
社
側
の
事
務
手
数
料
の

要
求
を
受
け
入
れ
、
一
億
四
七
〇
〇

万
円
も
の
多
額
な
支
出
を
し
、
区
民

の
批
判
が
集
中
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
芸
者
を
上
げ
て
の
宴
会
や

個
人
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
支
出

（
税
金
）す
る
な
ど
乱
脈
経
営
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
、
特
定
業
者
を
優

遇
す
る
区
長
の
政
治
姿
勢
を
批
判
し
、

改
善
を
強
く
求
め
ま
し
た
。�

　
区
が
九
二
％
出
資
し
て
つ
く
っ
た（
株
）都
市

活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
七
億
円
も
借
金
（
融
資
）

し
、
古
庄
孝
夫
氏
の
ビ
ル
（
Ｆ
ビ
ル
）
地
下
に

公
共
駐
車
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

十
年
間
、
公
共
駐
車
場
が
赤
字
で
も
、
活
性
化

セ
ン
タ
ー
は
地
代
と
駐
車
場
の
使
用
料
を
、
Ｆ

ビ
ル
側
に
払
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
解
散
。
し
か

し
、
区
は
、
Ｆ
ビ
ル
へ
の
優
遇
を
改
め
る
ど
こ

ろ
か
、
区
直
営
に
し
て
業
務
委
託
す
る
よ
り
も

儲
け
を
上
げ
や
す
い
指
定
管
理
者
方
式
で
、
公

共
駐
車
場
の
管
理
を
Ｆ
ビ
ル
管
理
会
社
に
指
定

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
今
後
二
〇
年
間
、
収

益
を
保
証
す
る
し
く
み
と
な
り
ま
し
た
。�

こんな区政で�
　　いいのでしょうか�
こんな区政で�
　　いいのでしょうか�
こんな区政で�
　　いいのでしょうか�
　� 　自民、公明、民主が支える鈴木区政は、政府の増税政策で負担増とな

る多くの区民の痛みをとり除くための日本共産党の提案を冷たく拒否。
その一方で、コミュニティアーツなど特定事業者には根拠のないお金ま
で支出するなど、逆立ちした政治を進めています。こんな区政でいいの
でしょうか。�
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医
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